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1．犯罪被害と医療関係者

　犯罪被害は突然ふ りかか っ て くる．昨日まで普通の生活をしていた人が被害者となる．

しか し多くの人 はそのような事実を認め た がらず．被害者の脆弱性や病理 に原因を求めて

しまう．とりわ け性にかかわ る領域の被害では 「危険な ところに行 くから」「危ない人とつ

きあ うから」「夫 が暴 力を振 るうのは本人にも責任がある」というように，加害者の 責任を

問うより，被害者の 問題と して捉える人が少なくない ．しかし実際には，性暴力の 被害者

の 多くは自宅や日常生活の範囲内で 被害にあ っ てい る し，加害者は表面的には危険な人物

には見えていな いことが多い．また ドメス テ ィ ッ クバイオ レンス （DV）の よ うな親 しい

者の繰 り返 しの暴力 から逃れることは心理的に困難が大きい．

　性被害や DV の 被害者の 実情は正確に理解されて いない こ とが多く，周囲の 人や専門家

の言動によ っ て被害者はさらに傷つ け られた り不利益をこ うむ っ たりす る．このような事

件のあ との さらなる被害を二 次被害とい う．被害者の回復を援助 できるはずの 医療関係者

の価値観の 押しつ け で，被害者に 対する 二 次被害が生 じる こ とも多い，診療の場で は，被

害の本質や被害者によく起 こる反応を正 しく理解 して二次被害を防ぎ，適切な処置を行う

必要がある．さらに可能であれば被害者の回復につながる各種支援を具体的に紹介してい

くこ とが望まれ る．

　また，性暴力被害や DV 被害はほとんどの加害者が男性であるため．心理的な反応 とし

て ，被害者は男性治療者に恐怖感を抱き，拒否するこ ともある．可能であれば，女性治療

者に変えたほうがよい かどうか患者に確認 したほうがよい．また女性看護師がいれば，多

くの 助けを得る こともで きる ，男性医 師が治療がで きない とい うことではない が，一般的

に，患者の 負担を減らし，二次被害を避 けるためには，配慮することが望 ましい．

2．性暴 力被害後（急性期）の診療

　  強姦に 関する事実

　強姦の定義は，国 により研究者 によ り

さまざまである．こ こでは被害者 の立場

から．広義に 「意に反 する性交」と考え

ることにする．複数の被害者調査によれ

ば，強姦の 約 4 分の 3 が知 人 が加 害者

であ り，多くが室内で起き，身体的な傷

を残さずに行われ る．しか し警察 に届け

られる事件はこの
一

部であ り，知人によ

る事件の多くは届け られて いない と思わ

れ る．被害者の 年齢は 10歳未満か ら60

（表 1）　被害を受けた人を傷つ ける雷葉

x 　 こ んな目に会わな い ようにこ れからは気を

　 つ けなくて は

x 　OO する（夜遅くまで 遊んで い る，一人 で歩

　 く）なんて ばかな こ とだとわ か っ た で し ょ

　 う，
x 　がんばりなさい．
x 　命 があ っ たん だ からよか っ たと思 っ て．
× 　 この こ とはな か っ た こ とと思 っ て やりなお

　 しま しょ う．
x 　思 っ たよ り元 気そうで す ね，
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（図 1 ）　性暴力被害者診断チ ャ
ー

ト

歳以上に及ぶ．「おとな しくしない と殺す」などの言葉だけの脅 しでも，多くの女性 は生命

の危険を感じ大声をあげるのをやめ たり，抵抗 しないが，それは決 して性交に合意を示 し

たわ けで はない ．また，被害を警察 に届け出ない か らとい っ て，合意 して性交 した とは限

らない．

　警察における強姦の認 知件数は，平成 15年統計では強姦 2，472件，強制わいせつ 10，029

件で ある（平成 16年犯罪 白書）が，実際の被害件数 よ りず っ と少ない と推定 されている．

内閣府の調査
1＞
を含む複数の調査で，「意に反して性交された」経験 があ るとする成人女性

は全体の数％に達してい る，

　  性暴力被害後（急性期）の 心理状態
・
反応の理解

　多くの被害者 は事件に関 して 自分を責め，恥 辱感を持 ち，事件や加害者 に対する 恐怖感

を強く持 っ て い る．小さなき っ かけでも恐怖による恐慌発作が生じるこ とがある．集中力
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や自律性も低下 して い るこ とが多い ．特 に，被害直後には，解離症状の存在に留意 しな け

れ ばならない．解離によ っ て，痛覚の麻痺をは じめ とす る感覚の麻痺，感情の麻痺，認知

の変容や麻痺，離人感，健忘 が起きて い るこ とがある．

　被害者が産婦人科を受診するのは被害直後か ら
一

カ月以内の 急性期 が多い と思 わ れ る．

この時期 には外傷体験へ の 反応が90％近い人 に見られるとい う報告もある ．一
般に 外傷

体験の後，急性期に解離 過覚醒，回避 ・麻痺．侵入的想起とい っ た反応があ っ ても時閤

とともに軽快して い く．しか し強姦とい う外傷体験におい ては，それ らの反応が他の犯罪

被害や自然災害の 外傷体験に較べ て 消退 しにくく，外傷後ス トレス 障害 （PTSD）の 発症率
が約50％で ある と推定され て お り，相 対的 に高い PTSD 発症率とな っ て い る

2）．　 PTSD
は慢性の症候群であ っ て直後の反応 だけでは診断で きない が，重篤な解離反応，重篤な急

性期反応，精神科既往 などは PTSD 発症の リス ク フ ァ ク タ
ー

であ り，これらが認 められ

るときには精神科 へ の紹介や何らかの 情報提供も考慮する．

　  被害 にあ っ た直後の 被害者へ の対処

　警察 へ 通報す るかどうかは，原則 として被害を受けた本人が決め ることであり、患者本

人の意志を十分確 かめて から行動する必要がある．詳細な検査を行うかどうかも同様で あ

る．また解離症状があ る場合 表面的に会話が可能で も，その 内容が記憶に留まらない こ

とも多い，外見に惑わされず．言われたことを本人が理解 したかどうか常に確かめ る必要

があ る．

　疼痛，出血な どが訴え られれ ばもち ろん外傷の検索を行うが，性暴力被害 では急性期の

解離で痛覚の麻痺をは じめとする感覚や感情の麻痺が起きてい る こともあ るので，訴えの

ない 場合に も慎重 に検索する．患者が淡々として あまりに も）令静に感 じられ るときには解

離が起きている可能性が高く，注意を要する．必要であれば避妊処置をする．

　警察の捜査が予想される ときには，証拠収集も必要な作業 となる．その場合．着衣およ

びその付着物は証拠となる可能性があり，確保する必要がある，衣服や付着物も証拠とな

る可能性がある ，腟の外傷などの検査所見を記述す る．精液があれば確保する．血液検査，
尿検査を行 う．犯罪に薬物が使わ れ てい る場合もあるので，必要ならば被害者に聞く．妊

娠や性感染症に関する検査を行う．

　検査が恐慌発作の トリガ
ー

になることもあるの で，検査の 手lll頁や検査所要時間につ いて

患者 に十分説明す る．結果が出る までの 時間，検査でわかることにつ い ても十分説明する，

プライバ シーが守 られる環境で問診等を行わ なけれ ばならない こ とは言う まで もない．

　  支援へ の つなげかた

　重 い解離症状 （健忘，遁走，離人，解離性幻覚な ど）があ るとき，また，希死念慮や 自殺
企図があるときは．精神科へ の 紹介が必要で あ る，

　また，性暴力被害が被害者宅で起こ るこ とも多い．患者を支援する家族
・
友人

・
知人が

なく，自宅にひとりで帰ることが困難であ っ たり，ひと りで帰 るとその後の 生活が危ぶま

れ るときは，なんらかの手段を講じる必要があ る，そのような場合は都道府県警察や犯罪

被害者支援センターなどの ボラン テ ィ ア団体が対応可能なことがある ．匿名 で電話相談で

きる機関も増えつ つあ る が，情報や支援の質 は地域により機関により差 が大きいの が現状
であろ う，普段から地域の警察や支援機関との情報交換を して おくとよい ．

3． DV 被害者の 診療

　  DV に関する事実

　DV とは法的 には．軍成 13年に制定 され，16年に 改正 された 「平成 十三年法律第 三十
一

号　配偶者 からの暴力 の防止及 び被害者の保護に 関する法律」（通称 DV 防止法）に 定義
される配偶者 からの暴力を指す．しか し医療にかかわ る被害者は配偶者 や内縁関係にあ る
パ ー トナーだけでな く，いわ ゆるデー

ト DV （恋人間の DV）な どの被害者も含め て 考える

必要がある．
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※ 被害者 の 個 人情 報 の 保 護

加害者か ら執拗な 追求があ る場合，危険が高い

（図 2 ）　 DV 被害者診断チ ャ
ー

ト

　平 成 14年の調査で は，女性 の 19．1％ が配偶者 か ら心理 的脅迫を含む 暴力を 受けた こ と

があ り，2．0％が配偶者暴力によるケガで医 師の 治療を受 けたこ とがあるとい う結果 とな っ

て い る，DV は頻繁に見られる被害である．

　DV 防止法で は被害者本人の意向を尊重 した うえでの 通報努力が規定 されて い る が．患

者 ，治療 関係者，治療機関に おけ る 同法の認識はま だ浅 い．現段階では通報先の各種相談

機関 等も普遍的な対応マ ニ ュ アル の 整備に向け て被害や対応に関す る情報収集 ・整理 ・

フ ィ
ードバ ッ クを進めて い る状態で ．各種機関の 実務的な情報交換と連携が望まれる．

　  心理状態 ・反応の理解

　DV に おける加害者被害者 の心理の詳細につ い て は他書にゆずる
3）

が，慢性的に暴言
・

身体的暴力 ・性的暴力を受けるこ とに よっ て，被害者 に自己評価の 低下や感情の 麻痺 ．加

害者に対する逆説的な依存性が生 じてい るこ とが珍しくな い．DV は重症な事例ほど被害

者 が自分か ら支援を求 める求援行動が少ない と考えて対応 したほうがよい．慢性的な抑う

つ も 頻度が高 く，自殺企図や自傷行為も多く見 られる ，身体症状が多彩 に表れ るの も特徴

で ある．
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（表 2）　配偶者からの 暴力の 防止及 び被害者 の 保護に関する 法律 （抜粋）

（表 3）　平成 15 年 4 月　内閣府男女共同參画局 「配偶者等か らの暴力に関する調査」
1）
結果

　　　　よ り抜粋

有効回答者 3，↑23 人 （女性 1．714人．男性 1、409人）※ 過去 1年問 生涯

配偶者や恋人から

女性

（％）

男性

（％）

女性

（％）

男性

（％）

身体に 対する暴行を受 け た 3．6 2．115 ．58 ．1

恐怖を感じるような脅迫を受けた 12 0，4 5．6 1．8

性的な 行為を強要 された 2．5 α4 9．o 1．3

身体的暴 行，心理 的脅迫，性的行為強要の い ずれ か を 1度でも受けた 19．19 ．3

身 体的 暴 行，心 理 的 脅迫，性 的 行 為強要の い ず れ か を 1度で も 受け，
そ の相手 の 行為 でケ ガ をし て医師の 治療を受けた

2．O0 ．5

※ 車 成 14年 10 〜 11 月，全国 20 歳 以上の 無 作 為 抽出 した 男 女 4，500 人 を 対象 に 実施 （郵 送 留 置訪

問回収法）

　また DV におけ る性的暴力の 経験率は高 い が 被害 が DV を原因 とする もの で も，被
害者はその こ とを恥 じて隠 して い る こ とも多い ．また夫ととも に受診 して い る場合には，

夫 が監視につ いてきていることもある，DV を疑っ た場合に は，い っ たん夫 と離 してから

安全な場所で質問 して み る必要 があ る．

　  被害者へ の 対処

　治療時に積極的に DV 被害で あるこ とを告げて診断書 ・意見書を求める被害者も少なく

な い が，因果関係に つ いて 診断書で述べ るのではな く．本人の訴えとして，「パートナ ーか

ら、い つ ，どこで，どんな暴力を受け たか」をカルテ上に記載 してお く必要がある．内容
として は診断と受傷の程度 治癒の見込みなどで十分である

4〕

．
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　受傷の状態か ら暴力被害が疑わ れるが本人がその実態を言い よどむ場合には，
一
般に家

族あるいは家族と同等に親 しい関係の人間からの暴力 であることが多い ．治療者個人の 経

験論からの夫婦関係につ いての諭しや仲介は控える．暴力の 場からまず逃れることが最良

であ る現状も理 解 し，家に帰 るような説得を安易に しな い こ とが望 ましい
4）
．患者の 安全

と支援のため には，個人に よる救済で はなく組織的な対応と外部相談機関等との連携を基

礎 とする実用的な情報の 提供が必要とな る、

　  支援へ のつ なげかた

　DV 被害者の相談や支援に関 しては都道府県の配偶者暴力相談支援セン ターと警察 が公

的機関として対応す ることとな っ てい る、配偶者暴力相談支援セ ンター
には一時保護施設

がおか れて い る．大都市で は民間シ ェ ルターもある．また被害者の申し立て に基づき，地

方裁判所が強制力を持つ 保護命令を発令する こ とがで きる．内閣府男女共同参画局作成の ．

配偶者からの暴力の被害者か ら相談等を受け た場合 に適切な対応を採る ため に役立つ 情報

を集めた 「配偶者 からの暴力被害者支援情報」ページ（http：／，

／www ．gender．go．jp／e−vaw ／

index．htm）があるの で ，参照され た い．

　被害者が最も求めているものは情報であ る．配偶者等暴力につ い ての 説明と相談機関数

箇所の 案内を掲載 したカー ドサイズの 1丿一フ レ ッ トを作成 し院内の女子 トイ レなどに置い

たとこ ろ，思 っ た以上に リー
フ レ ッ トを持 っ て い く人が多 く．「リ

ー
フ レ ッ トがあ りがた

かっ た，相談に行きたい」という院内アンケー トのフ ィ
ー

ドバ ッ クがあ っ たとい う報告
5）

もあ る ，それ ぞれの 支援セ ンター作成 の リーフ レ ッ トや．内閣府男女共同参画局の ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ で閲覧が可 能な男女共同 参画局 作成の パ ン フ レ ッ トや リーフ レ ッ トな どの情報を被

害者が活用できるようにする とよいで あろう．その際 前述の病院のように形態や置く場

所に配慮するなど，加害者に見つ かりにくくする工 夫も必要で ある．

　また，被害者がシ ェ ル ター
に 逃れ転居 した後に，加害者が転居先住所 に つ いて病院に問

い合わせて くる事例もある．執拗な追求がある場合，危険は高く，個人情報の 保護を徹底

することが必要である．

　親の DV が子 どもの虐待の
一

種と考え られ る こ とが 「児童虐待の 防止等 に関する法律」

（通称児童虐待防止法）の2004年の改正で明記 されたように ．DV と虐待は深 く 関連 して

いる ．地域の福祉事務所，保健所，児童相談所，保育園，警察な どの関係機関との ネ ッ ト

ワ
ークが重要性を増 して い る

5＞．
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